
 - 1 - 

 

提 案 理 由 説 明                

平成30年９月６日 

 

本日ここに、第３回定例会を招集いたしましたところ、議員各位

には、ご出席をいただきまして誠にありがとうございます。 

提案理由の説明に先立ち、一昨日、台風21号が関西を直撃し、近

畿地方を中心に大きな被害をもたらしました。この台風においても

人命への被害があり、交通インフラ等に深刻な事態が起こっており

ます。また、７月５日から８日にかけては、西日本を中心として全

国各地に甚大な被害をもたらした「平成30年７月豪雨」により、多

くの方がお亡くなりになりました。 

これらの災害により、尊い命を奪われた方々のご冥福を心からお

祈りいたします。また、被災された皆様に心からお見舞い申し上げ

ます。 

７月豪雨において、本市では、６日から７日にかけての48時間に

281ミリの雨が降り、昭和51年９月以来の更新となりました。道路

への土砂の流出や民家裏山の土砂崩れなどの被害は発生いたしまし

たが、幸いにも人的被害はございませんでした。 

また、梅雨明けからは、連日の猛暑により全国各地で熱中症が原

因とみられる死者が相次ぎ、救急搬送される人も急増しました。本

市ではこれまでのところ、４月末から８月にかけて23件の熱中症と

思われる救急搬送があり、うち１名の方がお亡くなりになっており

ます。今後も残暑が見込まれることから、市民の皆様も、周囲の

方々と協力し合いながら熱中症予防を呼びかけていただきたいと思

っております。 

更には、台風の発生も、今年は過去最多の件数に迫る勢いとのこ

とでございます。市といたしましては、平時からの備えをしっかり
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と行ってまいりますが、市民の皆様におかれましても、日頃からの

防災意識をしっかりと持っていただくよう、お願いいたします。 

１．各種報告 

次に、市政に関する諸般の報告を申し上げます。 

（１）子ども市議会について 

まず、８月28日に開催いたしました「ぶんごたかだ子ども市議

会」についてでございます。 

子ども市議会は、議会運営委員会を通じまして、安達議長、近藤

副議長より開催の要請をお受けし、合併後、初めて開催をしたとこ

ろであります。ご案内のように、市内各小学校から選出された18名

の６年生児童を子ども市議会議員に委嘱し、一般質問、各委員会で

の議論を経て、９つの提言が採択されたところでございます。 

参加した子ども議員の発言をお聞きし、小学生たちが自分の目で

防災対策や環境問題、福祉のまちづくりや更なる観光地づくり、Ｉ

ＣＴを通じた交流や学びなどについて、しっかりとした考えを持っ

ていることにたいへん驚いたところでございます。 

いただいた提言のうち、各学校へのタブレット端末の設置につき

ましては、年度内に整備を進める方向で検討したいと思っておりま

すので、議員各位のご理解をよろしくお願い申し上げます。 

（２）農業企業の参入等について 

次に、新たな農業への企業参入といたしまして、東京都に本社を

置くトゥルーバグループホールディングス株式会社の進出協定の締

結式が、７月23日、広瀬大分県知事の立会のもとで行われました。 

この会社は、担保動産の評価などを行う企業でございまして、市

内森地区の約17ヘクタールの農地などにおいて、放牧による肉用牛

繁殖経営を展開する計画であります。 

市内では現在、８戸の農家が63ヘクタールの放牧地で、187頭の

繁殖雌牛を飼育しております。今回の企業参入により、220頭を超
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える規模にまで拡大されることとなりました。 

また既に、新たな雇用が生まれ、社員のご家族も本市に移住され

ております。人口増とともに、地域農業の活性化に大きく貢献して

いただいているところでございます。 

次に、水田農業における担い手不足が深刻化する中、本市の集落

営農組織等の円滑な規模拡大と作業受託システムの構築を促すため、

「豊後高田市農業経営サポートセンター」を設立いたしました。こ

のサポートセンターが、地域農業を支援する組織として県の認定を

受け、８月21日、広瀬知事から認定書の交付をいただいたところで

ございます。 

今後は、儲かる農業を先導していけるよう総合的な支援に努め、

本市の水田農業の基盤を確立してまいりたいと考えているところで

あります。 

（３）官民連携による認知症予防調査事業について 

次に、「認知症の方が安心して暮らせるまちづくり調査事業」に

ついて、ご報告いたします。 

厚生労働省によりますと、７年後の2025年には、65歳以上の高齢

者の５人に１人が認知症になると言われており、本市においても喫

緊の課題であります。 

この事業は、昨年７月、豊後高田市、豊後高田市医師会、エーザ

イ株式会社の３者で締結した「認知症の方が安心して暮らせるまち

づくり連携協定」に基づき実施するものでございまして、認知症の

早期発見・早期受診・早期介入の社会環境を構築するため、去る７

月25日に、３者の代表者及び関係者が出席してキックオフ会議を開

催したところでございます。 

認知症予防という観点での取組は、全国的にも進んでいないのが

実情で、官民連携により調査事業を実施することは、全国でも例の

ない先進的な取組でございます。この成果が、本市の指針となり、
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今後、認知症予防事業のモデルとして全国に広がることを期待して

いるところであります。 

（４）新拠点施設整備事業の進捗状況について 

次に、「豊後高田昭和の町新拠点施設」についてでございます。 

この施設は、昭和の町を更に魅力的な町にして誘客促進を図る目

的に加え、中心部への居住促進、観光客と市民との交流を促進する

拠点として位置付けております。このたび、公募型プロポーザルに

より設計委託事業者を決定し、現在、実施設計や地質調査の作業に

入ったところであります。 

地域の方には、先月下旬から地元説明会を実施しており、来年３

月には設計が完成する見込みでございます。 

（５）外国人技能実習生受け入れについて 

次に、「外国人技能実習制度」の進捗状況についてでございます。 

人材不足という大きな課題解決に向け、本市では全国的にも例の

ない市と商工会議所、企業が連携した「外国人技能実習生の受入体

制づくり」を進めております。 

去る７月25日に、受入母体となります「事業協同組合」に対しま

して、厚生労働省・法務省が所管する外国人技能実習機構から、監

理団体としての認可がおりました。今後、諸準備を進め、来年の春

には、第１陣の研修生を迎え入れる予定としております。 

市といたしましても、外国人の方の技能、技術、知識の修得が円

滑に行われ、市内企業の雇用対策に寄与でき、そして経済活動の活

性化が図られることを期待しております。 

（６）学力テストについて 

次に、学力調査についてでございます。 

本年４月に実施されました、小学校５年生・中学校２年生を対象

とした大分県学力定着状況調査につきましては、全ての教科で全国

平均を上回り、県内トップレベルを維持することができました。 
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また、小学校６年生・中学校３年生を対象とした全国学力・学習

状況調査においても、全国平均上位の県と同じレベルの結果となっ

たところであります。 

これらは各学校において、子どもたちが主体的・意欲的に学ぶこ

とができるように、わかりやすい授業づくりや放課後学習、学びの

21世紀塾など、学校と家庭、地域が一体となった取組の成果が現れ

たものと考えております。 

今後も、さらなる「教育のまちづくり・未来を拓く人材の育成」

に努めてまいりたいと考えております。 

（７）子どもたちの活躍について 

次に、スポーツにおける子どもたちの活躍についてでございます。 

全国レベルのカヌー強豪校として知られる高田高校カヌー部です

が、４月に兵庫県で開催された「海外派遣選手最終記録会」のカナ

ディアンペア1000メートルで見事優勝し、７月26日からブルガリア

で行われた「カヌースプリントジュニア・Ｕ23世界選手権大会」に、

２人が日本代表として出場しました。 

また先月、岐阜県で行われた全国高校総体の男子カナディアン

500メートルでは、シングル、ペア、フォアの全てで優勝する快挙

を成し遂げたところでございます。同一種目の３レースを同一校が

制するのは、高校総体でも10年ぶりとのことで、また男子団体にお

いても強豪校がひしめく中、全国総合２位の輝かしい成績を収めま

した。 

さらに、高校総体後に山梨県で行われた「日本カヌースプリント

ジュニア選手権」では、500メートルのカナディアンシングルとフ

ォアで優勝しました。 

今月末に開催される福井国体では、九州を制覇している４人が代

表選手に、ポーランドで開催される「2018オリンピックホープスレ

ガッタ」には、２人が日本代表選手に選ばれております。大舞台で
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の健闘を祈念するとともに、高田高校の発展を大いに期待したいと

思っております。 

また、戴星学園男子柔道部におきましては、鹿児島市で行われた

九州中学校柔道大会で昨年同様の団体３位に入賞し、体重別個人戦

では優勝１人、準優勝２人、３位に３人が入賞するなどの活躍で、

つづく全国大会では、１人が５位入賞を果たすなど、すばらしい活

躍でございました。 

小学生においては、豊後高田陸上クラブの全国大会出場、桂陽ス

ポーツ少年団の九州大会出場など、子どもたちは確かな学力ととも

にスポーツにおいても感動を与えてくれており、たいへん頼もしく

思っているところでございます。 

（８）ダイドードリンコ日本の祭りについて 

次に、「ダイドードリンコ日本の祭り」についてでございます。 

これは、ダイドードリンコ株式会社が、日本の伝統文化を守るお

祭りを通じて、人と人とのつながり、地域の魅力、そして感動を全

国に届けていただいている番組であります。 

本市では、平成17年の若宮八幡裸祭り、平成19年の天念寺修正鬼

会に次いで、今年、高田観光盆踊り大会・草地おどりが選ばれてお

ります。取材は、ほぼ１年前から行われており、８月18日の高田観

光盆踊り大会には、当番組をプロデュースするエジプト考古学者の

吉村作治氏も視察に見えられたところでございます。 

番組は、９月９日にＯＢＳで放送され、来年の夏頃にはＢＳ放送

でも全国に流されることになっております。 

（９）国民文化祭、障害者芸術・文化祭について 

次に、開催まであと１カ月となりました「国民文化祭おおいた

2018」と「全国障害者芸術・文化祭おおいた大会」についてでござ

います。 

本市では、メイン事業であります「花とアートの岬づくりプロジ
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ェクト2018」として、長崎鼻に、アーティストの藤本由紀夫氏の作

品を設置するほか、「障がい者芸術・文化祭記念講演会」と題して、

ダウン症の書家であります金澤翔子氏による席上揮毫や、その母、

金澤泰子氏による講演会を開催いたします。 

また、全国から200名の方々を招いて、全日本健康マージャン交

流大会なども行われることになっております。 

そのほかにも、多くの関連イベントの開催も予定されております

ので、たくさんの市民の皆様にも参加して頂きたいと思いますし、

それによって、本市の芸術文化の振興が図れるものと期待している

ところでございます。 

（10）映画「旅猫リポート」の公開について 

次に、市民の皆様にご協力をいただきまして、昨年３月に長崎鼻

リゾートキャンプ場や恋叶ロードなどで撮影が行われました、福士

蒼汰さん主演の映画「旅猫リポート」でございますが、いよいよ10

月26日から、全国300館を超える映画館で公開されることとなりま

した。 

市報等でご案内のとおり、市民の皆様には、この全国公開を記念

した先行特別試写会を10月８日に開催することとしております。限

られた定員の中での実施となりますが、この映画は、カナダで開催

された北米最大の「第22回ファンタジア国際映画祭」で名誉ある賞

を受賞し、現時点で、韓国、中国、台湾など、アジア５カ国での配

給が決定しているとお聞きしております。多くの市民の皆様に、ぜ

ひこの映画を鑑賞していただきますよう、お待ち申し上げておりま

す。 

２．提出議案等 

それでは、本定例会に提案いたしました議案等について、その大

要をご説明申し上げます。 

（１）予算関係について 
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第43号議案の平成30年度一般会計補正予算（第３号）につきまし

ては、４億5,213万2,000円の増額補正で、補正後の予算総額は、

150億6,856万3,000円となります。 

平成30年度の市政も下半期を迎えまして、７月の集中豪雨による

災害復旧事業や新たな行政課題に対応するための事業、そして、市

民サービス向上のための事業はもとより、商工業、観光、農林業等

の振興を強化するための補正予算を編成しております。 

補正予算の主な内容につきましては、まず、総務費では市ホーム

ページの改修に要する経費やふるさと応援寄附金の増額見込に伴う

返礼品等の諸経費、犯罪被害者に対する見舞金等を計上しています。 

民生費では、社会福祉扶助費や生活保護扶助費の増額、放課後等

デイサービス事業所の整備に対する助成経費を計上しています。 

農林水産業費では、健康食品の企業との連携により産地拡大を推

進するための経費や、世界農業遺産の魅力向上に向けた椎茸生産現

場の整備に要する経費等を計上しています。 

商工費では、創業予定者の増加に伴う補助金の増額や昭和の町の

空き店舗再生事業に要する経費、仏の里にふさわしい石造文化公園

の構想設計に要する経費、工場の増設や設備投資に対する奨励金の

増額に係る経費等を計上しています。 

このうち、学びの石造文化誘客対策事業につきましては、私は、

周辺部にあたる香々地地域の、重要な活性化施策のひとつとして実

施させていただきたいと考えております。 

当初、事業の予定場所といたしましては、夷地区の県道653号小

河内香々地線沿いを考えておりました。そこは、全部が吹き付けさ

れた法面で、夷谷の景観を損なわない場所でございますが、その後、

本年２月の「石造文化を活用した誘客促進事業について」の答申を

いただく中で、更に景観に配慮するとともに、環境にも影響を与え

ない場所を予定地として考えております。 
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また、答申書の中には、石造文化公園を整備することによる経済

効果は薄く、マイナス面の指摘も多々なされております。これは考

え方の相違であると思っておりますが、これらを十分に理解したう

えで、実施していきたいと考えているところであります。 

私の考え方は、観光振興は点だけでなく、線や面で考えなければ

ならないと思っております。夷地区には中山仙境や夷谷温泉のほか、

神仏習合の霊仙寺や実相院、六所神社などもあり、石造文化公園が

加わることにより、この地の魅力はさらに高めることができます。

また何より、この地域に、意欲のある人が残っている今しかできな

い事業であると思っております。 

これまで永松前市長が、真玉地域では恋叶ロードや粟嶋公園の整

備、香々地地域では長崎鼻リゾートキャンプ場の魅力アップ等に取

り組んでこられました。 

私はさらに、高島地区から見える馬ノ瀬の全国的に数少ないトン

ボロ現象や、国東市との連携により、国見の千燈寺や五辻不動、真

玉の椿堂や無動寺、応暦寺、ジオパークで有名な姫島などにも光を

あて、合併周辺部の一体的な観光浮揚を考えております。この取組

が、昭和の町をはじめ、国宝富貴寺や真木大堂、熊野磨崖仏などの

観光資源と相まって、六郷満山文化の宿る国東半島全体の観光振興

につなげていきたいと考えております。 

今回の補正をご理解いただき、事業の構想設計をさせていただく

中で、問題点があれば、学識経験者や地域の皆様と議論を重ねなが

ら、一つずつクリアしていきたいと思っているところでございます

ので、ご理解ご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。 

続きまして土木費でございますが、危険ブロック塀の撤去に対す

る助成経費を計上しています。 

教育費では、天念寺講堂の屋根の補修に対する助成経費を計上し

ています。 
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災害復旧費では、７月の集中豪雨により被害を受けた農林水産施

設及び公共土木施設の災害復旧工事に要する経費を計上しています。 

第44号議案の平成30年度ケーブルネットワーク事業特別会計補正

予算（第１号）につきましては、ケーブルネットワーク施設整備事

業に充当する地方債の増に伴い、財源更正を行うものであります。 

（２）決算関係について 

次に、第50号議案及び第51号議案の平成29年度の各会計における

決算について、ご説明申し上げます。 

一般会計決算の概要についてでございますが、歳入総額は143億

8,907万6,874円、歳出総額は141億1,505万2,986円でありまして、

翌年度へ繰越すべき財源 10,000円を差引いた実質収支は、２億

7,401万3,888円の黒字となっております。 

普通会計における経常収支比率は95.0パーセントであり、普通交

付税の減などの影響により、前年度と比べ2.4ポイント上昇してお

ります。市債残高は約185億５千万円で、前年度から約６億９千万

円減少しております。 

また、３月末の全基金の残高は約127億９千万円で、前年度から

約５億５千万円増加しております。 

そのほか、報第８号及び報第９号でご報告しておりますとおり、

実質公債費比率は8.0パーセントと、前年度と比べ0.5ポイント上昇

しておりますが、早期健全化基準を下回るものとなっており、各会

計における資金の不足もなく、健全経営に努めてまいったところで

ございます。 

なお、各会計における詳細につきましては、平成29年度の「豊後

高田市歳入歳出決算書及び歳入歳出決算事項別明細書」、「豊後高

田市水道事業決算書」及び「主要施策の成果説明書」のとおりでご

ざいます。 

（３）予算及び決算以外の議案等について 
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次に、予算及び決算以外の議案及び報告についてでございますが、

各議案の末尾に提案理由を付していますので、主なものについてご

説明申し上げます。 

第47号議案の豊後高田市犯罪被害者等支援条例の制定につきまし

ては、犯罪被害者等が受けた被害の早期の回復及び軽減並びに生活

の再建が実現できるよう、社会全体で置かれた状況を理解し、支え

ていくために制定するものでございます。 

第48号議案の豊後高田市社会福祉法人に対する助成の手続に関す

る条例の一部改正につきましては、社会福祉の増進に資するため、

事業実施者が市外の社会福祉法人の場合も、助成の対象とするため、

所要の規定の整備を行うものでございます。 

第49号議案の過疎地域自立促進計画の変更につきましては、新規

事業として、社会福祉施設整備費補助金を追加するため、本計画の

一部を変更したいので、議決を求めるものでございます。 

以上で本定例会に提案いたしました議案等について説明を終わり

ますが、何とぞ慎重審議の上、ご協賛賜りますようお願い申し上げ

ます。 


